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Ⅵ 教職員の基礎研修
児童の人権意識を向上させるためには、職員の人権感覚を高め、本校における人権教育にかかわる

共通理解を図ることが必須条件である。そのために、校内研修での全体会で学習会を実施したり、職
員対象の研修だより「アプローチ」を発行したりしてきた。
１ 共通理解、意識高揚のための学習会及び研修だより「アプローチ」の発行
①学習会
以下に挙げるような資料を作成・活用し実施した。
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① 研修だより「アプローチ」の発行
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藤岡第一小 Ｎｏ．１５
研修だより 平成１８年１１月１４日発行

発行責任者：研修主任

昨日は、市教委の計画訪問がありました。今回の計画訪問は課題型の
ものでしたので、今年度になって本校が特に力を入れてきている「人権
教育」の取り組みについて、授業公開などを通して紹介しました。
まずは、５校時に代表の２人の先生の授

業公開。上学年は４年１組の今井先生の社
会科の授業、下学年は２年１組の吉田先生
の道徳の授業でした。今井先生の授業は、
とにかく明るい雰囲気で、子ども達の心が
開かれており、高い学習意欲がひしひしと
伝わってくるような授業でした。一人一人
を大切にする今井先生の思いと子ども達の
やる気がぴったりと合っていて、正に信頼
関係の上に成り立っていました。吉田先生の授業は、教室に入るなり、
しっとりとした雰囲気が感じられました。一人一人の子ども達が真剣な
眼差しでワークシートに自分の思いを表現していました。それを温かく
見守る吉田先生。本学級もすばらしい学級経営の上に成立していること
が確信できました。４年１組も２年１組も、
それぞれにクラスのカラーはちがいます

が、それぞれの担任が温かく子ども達を支え、子ども達もその担任の
思いに答えようと意欲的に学習に取り組んでおり、正に人権教育が実
践されていることが伝わってきました。
そして、それぞれの授業を参観する先生方。みんなそれぞれに役割

を持ち、記録したりカメラに収めたりと真剣そのものです。その参観
で学び取ったことなどを、次の分科会（授業研究会）で、それぞれの
立場から発言し合いました。司会の先生の巧みな進行のもと、様々な
角度からたくさんの意見が出され、非常によい勉強をし合うことができたと思います。今回の研究授
業や授業研究会の時間は、私たちにとって大変充実した時間となりました。
そして、続いて全体会が行われました。長井先生の名司会のもと、行われました。校長先生の熱い
思いが込められた挨拶。ユーモアの中にもご示唆が感じられた教育長様のご挨拶。ありがたく思いま
した。そして、私からの「校内研修の概要説明」。終わった後に、「長いよ。」とお叱りをいただいて
しまいました。申し訳ありませんでした。時間を気にしながらも、職員の皆さんの活躍ぶりを伝えた
くなってしまい、ついつい長くなってしまいました。でも、本当はもっと話したいぐらいだったので
すが・・・・。次回（？）は、もう少し周りの空気を読んで、短くしたいと思います。次に、記録係

の先生からの分科会の報告。適切な報告で内容がよく伝わってきました。
ところで、５校時の研究授業の間、さくらプランの先生方が、すべての

学年の自習の様子を見て下さっていました。おかげで安心して授業参観を
することができました。また、以前より高桑さんが校庭の落ち葉掃きをし
たり青木さんが職員玄関やトイレをきれいにしたりして、陰で支えて下さ
っていました。正に今回の計画訪問は、全員参画の形で実施することがで
きたと思います。皆さん、ありがとうございました。この場をお借りし、
心より感謝申し上げます。

私たちの人権教育はこれからますます充実させていこうとしている段階
です。全体会での田中係長様からご教授いただいたこと（○指導と評価を
一体化させ、どの子にもねらいを達成させることが人権教育につながる。
○自己決定の場を設定し、自己存在感を感じさせ、共感的な人間関係を作
り上げながら、子ども達にやる気を起こさせる指導が人権教育につながる。
○授業のねらいを達成させるとともに、その達成状況を人権教育の視点で
考察してみることが大切。○一つ一つの問題に地道に向き合い、小さいう
ちに解決していくような日常の指導が大切。）を今後のわれわれの指針にして、さらに研究と実践を
重ねていきましょう。
なお、今井先生と吉田先生の授業の詳しい内容については、次号以降に掲載していきたいと思いま
す。よろしくお願い致します。


